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川
崎
市
の
２
０
１
４
年
度
予
算
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
福
田

新
市
長
初
め
て
の
予
算
で
す
。
小
児
医
療
費
助
成
拡
充
、
中
学
校

給
食
実
施
な
ど
、
市
民
の
切
実
な
要
求
実
現
を
公
約
に
掲
げ
て
当

選
し
た
市
長
で
す
が
、
果
た
し
て
市
民
の
期
待
に
応
え
る
予
算
案

と
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

図１　２０１４年川崎市一般会計予算案の構成
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提
案
さ
れ
た
予
算
案
は
、
一

般
会
計
６
１
７
１
億
円
（
前
年

度
当
初
予
算
比
３
・
１
％
増
）、

特
別
会
計
４
８
２
１
億
円
（
同

１
・
９
％
減
）、
企
業
会
計
２

３
６
６
億
円
（
同
14
・
８
％
増
）

で
合
計
１
兆
３
３
５
億
円
（
同

３
・
１
％
増
）。

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
市
税
収

入
が
前
年
度
当
初
比
78
億
円

（
２
・
８
％
）
増
の
２
９
２
２
億

円
と
過
去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。

　

個
人
市
民
税
が
１
３
５
０
億

円
で
11
億
円
（
１
・
０
％
）
増

と
伸
び
率
は
昨
年
と
同
規
模
。

法
人
市
民
税
は
32
億
円
（
17
・

４
％
）
増
の
２
１
６
億
円
。
企

業
の
収
益
改
善
に
よ
る
増
収
が

前
年
度
比
17
・
４
％
増
。
個
人

市
民
税
の
11
億
円
増
収
は
人
口

増
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
一
人

当
た
り
の
所
得
は
昨
年
比
99
・

３
％
と
、
減
っ
て
い
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
は
31
億
円（
２
・

８
％
）
増
の
１
１
４
８
億
円
。

地
方
交
付
税
は
３
億
５
７
４
０

万
円
（
24
・
５
％
）
増
の
18
億

円
。
４
月
以
降
の
消
費
税
増
税

で
地
方
消
費
税
の
収
入
増
が
27

億
円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　

市
債
発
行
額
は
７
５
８
億
円

（
前
年
度
当
初
比
８
・
４
％
増
）。

市
債
残
高
は
一
般
会
計
で
過
去

最
高
の
８
９
０
２
億
円
（
見
込

み
、
減
債
基
金
積
立
分
を
控

除
）、市
民
一
人
当
た
り
の
〝
借

金
〞
は
約
61
・
６
万
円
で
す
。

産
後
ケ
ア
事
業
な
ど

市
民
要
求
が
一
定
前
進

　

市
長
は
、
２
０
１
４
年
度
予

算
案
に
つ
い
て
川
崎
市
を
一
歩

先
へ
、
も
っ
と
先
へ
進
め
る
ま

ち
づ
く
り
に
む
け
、
一
歩
を
踏

み
出
す
予
算
と
な
っ
た
と
述

べ
、
重
点
的
に
取
り
組
む
事
業

と
し
て
、
⑴
「
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
実
現
の

た
め
に
①
保
育
園
待
機
児
ゼ
ロ

の
実
現
②
中
学
校
給
食
の
実
施

を
あ
げ
、
⑵
「
力
強
い
産
業
都

市
づ
く
り
」
で
は
①
国
際
戦
略

拠
点
の
形
成
②
川
崎
港
の
国
際

競
争
力
強
化
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

今
年
２
月
時
点
で
保
育
所
に

申
し
込
ん
で
入
れ
な
か
っ
た
新

年
度
入
所
不
承
諾
数
は
過
去
最

高
の
２
７
６
６
人
。
待
機
児
童

ゼ
ロ
の
取
り
組
み
は
喫
緊
の
課

題
で
す
。
認
可
保
育
園
へ
の
入

所
希
望
が
多
い
こ
と
か
ら
保
育

の
質
を
確
保
し
た
も
の
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
強
い
要
望
だ
っ
た
産

後
ケ
ア
事
業
や
中
学
校
給
食
の

実
施
に
向
け
た
予
算
が
盛
り
こ

ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
小
児

医
療
費
助
成
の
拡
充
は
見
送

り
。
福
田
市
長
が
昨
年
10
月
の

市
長
選
で
「
小
学
校
６
年
生
ま

で
の
無
料
化
を
す
ぐ
議
会
に
提

案
し
ま
す
」
と
し
て
い
た
公
約

は
守
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
規
模
開
発
を
「
一
歩
先

へ
、
も
っ
と
先
へ
」
予
算

　

市
民
要
求
に
は
限
定
的
に
応

え
る
一
方
で
、
大
規
模
事
業
が

目
白
押
し
で
す
。

　

際
立
っ
て
い
る
の
が
港
湾
費

で
、
一
般
会
計
は
前
年
度
比

33
・
５
％
増
の
約
１
１
０
億
円
、

港
湾
整
備
事
業
特
別
会
計
は
前

年
度
比
26
・
２
％
増
の
約
41
億

円
の
合
計
約
１
５
０
億
円
の
大

型
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

船
の
来
な
い
港
コ
ン
テ
ナ
タ

ー
ミ
ナ
ル
へ
の
船
を
誘
導
す
る

た
め
１
Ｆ
Ｅ
Ｕ（
40
フ
ィ
ー
ト
コ

ン
テ
ナ
）あ
た
り
５
千
円
の
補

助
金
を
出
す
予
算
の
拡
充
や
、

大
型
船
舶
の
２
隻
同
時
着
岸
を

可
能
と
す
る
た
め
の
１
号
岸
壁

の
延
伸
な
ど
の
ほ
か
、
臨
港
道

路
東
扇
島
水
江
町
線
の
橋
梁
工

事
費
用
一
般
会
計
25
億
８
千
万

円
、
港
湾
特
別
会
計
約
３
億
円

の
計
28
億
８
千
万
円
が
計
上
。

　

千
鳥
町
再
整
備
の
推
進
で

は
、
完
成
自
動
車
の
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
の
高
度
利
用
を
目
的
と

し
た
立
体
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
の

整
備
事
業
と
の
関
連
で
Ｊ
Ａ
全

農
か
ら
の
土
地
取
得
15
億
円
が

入
っ
て
い
ま
す
。

　

結
局
、
新
年
度
予
算
は
「
さ

さ
や
か
な
市
民
の
期
待
の
裏

に
、
大
規
模
開
発
目
白
押
し
予

算
」
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

歳　

入

　

提
案
さ
れ
た
２
０
１
４
年
度

予
算
案
は
次
ペ
ー
ジ
表
１
〜
４

の
通
り
で
す
。

　

歳
入
は
前
年
度
当
初
比
78
億

円
（
２
・
８
％
）
増
の
２
９
２

２
億
円
と
過
去
最
大
と
な
り
ま

し
た
。

　

個
人
市
民
税
が
１
３
５
０
億

円
で
11
億
円
（
１
・
０
％
）
増

と
伸
び
率
は
昨
年
と
同
規
模
。

　

個
人
市
民
税
の
増
収
は
、
人

口
増
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
一

人
当
た
り
の
所
得
は
昨
年
比

99
・
３
％
と
、
収
入
は
減
り
続

け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

歳
入
歳
出
で
み
る

歳
入
歳
出
で
み
る

予
算
案
の
主
な
特
徴

予
算
案
の
主
な
特
徴

市
民
要
望
に
は
限
定
的

大
規
模
開
発
は
目
白
押
し

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
団
長　

市
古
て
る
み

　

新
年
度
予
算
は
、
さ
さ
や

か
な
市
民
要
望
の
期
待
の
裏

に
大
規
模
開
発
推
進
が
顕
著

な
予
算
で
す
。

　

高
速
川
崎
縦
貫
道
路
整
備

は
関
連
調
査
費
を
含
め
11
億

円
余
を
計
上
。
た
っ
た
10
分

短
縮
の
た
め
４
０
０
億
円
も

の
税
金
を
投
入
す
る
羽
田
連

絡
道
路
の
整
備
を
す
す
め
よ

う
と
大
田
区
長
と
の
連
携
を

模
索
し
て
い
ま
す
。
港
湾
関

係
で
は
、
コ
ン
テ
ナ
１
号
岸

壁
の
延
伸
の
設
計
費
が
計
上

さ
れ
、
総
額
５
４
０
億
円
か

か
る
東
扇
島
と
水
江
町
を
結

ぶ
橋
・
道
路
整
備
に
約
28
億

７
千
万
円
を
計
上
。
千
鳥
町

公
共
ふ
頭
の
再
整
備
と
し

て
、
Ｊ
Ａ
全
農
所
有
地
を
約

15
億
円
で
購
入
す
る
な
ど
不

要
不
急
の
大
規
模
事
業
へ
の

投
資
が
目
白
押
し
で
す
。

　

長
い
間
の
市
民
要
望
で
あ

っ
た
中
学
校
給
食
の
実
施

は
、
安
全
・
安
心
、
温
か
く

食
育
も
重
視
し
た
完
全
給
食

回
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

長
い
間
議
会
で
要
求
し
て
き

た
こ
と
が
実
を
結
び
ま
し
た
。

　

保
育
園
は
２
０
１
５
年
４

月
に
待
機
児
を
解
消
す
る
と

し
て
い
ま
す
が
、
新
年
度
の

認
可
保
育
園
入
所
不
承
諾
数

は
過
去
最
高
に
な
っ
て
い
ま

す
。
認
可
外
保
育
園
児
童
に

中
小
零
細
事
業
者
へ
の
重
点

的
予
算
配
分
は
一
つ
も
あ
り

ま
せ
ん
。
消
費
税
増
税
で
大

打
撃
を
受
け
る
経
済
労
働
費

は
融
資
、
先
端
産
業
、
拠
点

開
発
事
業
関
連
を
除
け
ば
、

商
業
・
工
業
・
農
業
予
算
を

入
れ
て
も
26
億
３
千
万
円
余

で
一
般
会
計
に
占
め
る
割
合

は
０
・
42
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

歳
入
の
う
ち
、
個
人
市
民

税
は
納
税
者
数
が
増
え
た
も

の
の
、
１
人
当
た
り
の
所
得

額
は
前
年
度
比
で
99
・
３
％

と
減
少
し
て
い
ま
す
。
市
民

生
活
と
中
小
事
業
者
に
光
が

あ
た
る
き
め
細
か
な
施
策
の

展
開
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
不
要
不
急
の
大
型
開
発

を
や
め
さ
せ
、
福
祉
、
暮
ら

し
を
優
先
す
る
予
算
に
改
め

る
よ
う
に
求
め
て
い
き
ま

す
。

の
実
施
に
向
け
て
頭
出
し
予

算
が
つ
き
ま
し
た
。
自
校
方

式
を
基
本
に
栄
養
士
の
全
校

配
置
こ
そ
必
要
で
す
。
就
学

援
助
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
費
が

援
助
項
目
に
入
り
、ま
た「
お

知
ら
せ
」
と
「
申
請
書
」
が

一
体
と
な
っ
た
も
の
が
全
世

帯
に
配
ら
れ
、
全
世
帯
か
ら

対
す
る
保
育
料
補
助
が
増
額

さ
れ
ま
し
た
が
、
親
の
願
い

は
認
可
保
育
園
へ
の
入
所
で

す
。
小
児
医
療
費
助
成
は
、

市
長
選
で
す
ぐ
に
小
学
６
年

生
ま
で
無
料
化
す
る
と
公
約

し
て
い
た
の
に
予
算
化
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

市
内
経
済
を
支
え
て
い
る

　

固
定
資
産
税
は
31
億
円（
２
・

８
％
）
増
の
１
１
４
８
億
円
。

前
年
度
に
続
き
交
付
団
体
と
し

て
地
方
交
付
税
は
３
億
５
７
４

０
万
円
（
24
・
５
％
）
増
の
18

億
円
。
４
月
以
降
の
消
費
税
増

税
で
地
方
消
費
税
の
収
入
増
が

27
億
円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

減
債
基
金
か
ら
５
年
ぶ
り
に
借

り
入
れ
ず
に
済
ん
で
い
ま
す

が
、
基
礎
的
財
政
収
支
（
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
）
は
４
年

ぶ
り
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

大
型
公
共
事
業
の
着
工
が
相
次

ぎ
市
債
発
行
額
が
前
年
度
比

８
・
４
％
増
の
７
５
８
億
円
に

達
し
た
こ
と
が
原
因
で
す
。

　

法
人
市
民
税
は
32
億
円

（
17
・
４
％
）増
の
２
１
６
億
円
。

企
業
の
収
益
改
善
に
よ
る
増
収

が
前
年
度
比
17
・
４
％
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
前
に
戻
っ
た
収
益
を
上
げ

て
い
ま
す
。
法
人
が
応
分
の
負

担
を
す
れ
ば
も
っ
と
税
収
が
増

え
る
は
ず
で
す
。

小
児
医
療
費
「
小
学
６
年
生
ま
で
無
料
」

小
児
医
療
費
「
小
学
６
年
生
ま
で
無
料
」

予
算
盛
り
込
ま
ず
、
重
大
な
公
約
違
反

予
算
盛
り
込
ま
ず
、
重
大
な
公
約
違
反

　

昨
年
10
月
の
市
長
選
挙
で
福

田
市
長
は
「
小
児
医
療
費
を
小

学
６
年
生
ま
で
無
料
に
。
す
ぐ

議
会
へ
提
案
し
ま
す
」
と
選
挙

公
報
や
新
聞
社
ア
ン
ケ
ー
ト
で

重
点
公
約
に
掲
げ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
新
年
度
予
算
案

で
は
「
拡
充
の
範
囲
と
実
施
時

期
等
の
検
討
を
進
め
る
」
と
し

て
準
備
費
６
５
０
万
円
の
み

で
、
拡
充
予
算
を
盛
り
込
み
ま

せ
ん
で
し
た
。
父
母
・
市
民
の

期
待
を
裏
切
る
重
大
な
公
約
違

反
で
す
。
新
年
度
予
算
か
ら
拡

充
す
る
千
葉
市
を
含
め
中
学
校

卒
業
ま
で
助
成
す
る
政
令
市
は

８
市
に
広
が
り
（
左
表
）、
川

崎
市
の
遅
れ
は
重
大
で
す
。

認
可
保
育
園
「
１
年
で
待

機
児
ゼ
ロ
」
公
約
実
現
が

き
び
し
い
整
備
計
画

　

福
田
市
長
が
２
０
１
５
年
４

月
に
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
実
現
す

る
と
公
約
し
た
認
可
保
育
園
の

整
備
は
、
２
０
１
４
年
度
中
の

整
備
22
ヵ
所
増
、
受
入
枠
拡
大

は
１
５
４
０
人
増
。
し
か
し
２

０
１
４
年
４
月
入
所
希
望
で
入

れ
な
か
っ
た
、
入
所
不
承
諾
数

は
前
年
よ
り
１
０
０
人
以
上
増

え
て
２
７
６
２
人
と
過
去
最
多

を
更
新（
下
表
）。
新
年
度
の
整

備
テ
ン
ポ
で
待
機
児
童
ゼ
ロ
を

実
現
で
き
る
か
疑
問
で
す
。

川
崎
認
定
保
育
園
の

保
育
料
補
助
を
増
額

　

認
可
保
育
園
を
不
承
諾
と
な

り
、
や
む
を
得
ず
認
可
外
保
育

園
に
入
園
す
る
子
ど
も
の
受
け

皿
と
し
て
川
崎
認
定
保
育
園
の

受
入
枠
を
９
０
０
人
拡
大
（
２

５
０
０
人
↓
２
０
１
４
年
度
３

４
０
０
人
へ
）。
保
育
料
補
助

を
現
在
の
月
５
千
円
か
ら
年

齢
・
所
得
に
応
じ
て
増
額
、
３

歳
未
満
は
月
２
万
円
（
所
得
税

が
限
度
額
以
上
の
場
合
、
月
１

万
円
）、３
歳
以
上
は
月
５
千
円
。

産
後
ケ
ア
事
業
始
ま
る

　

新
規
の
産
後
母
子
ケ
ア
推
進

事
業
費
１
６
０
１
万
円
。
育
児

に
対
す
る
負
担
感
が
大
き
い
産

後
間
も
な
い
母
子
を
対
象
に
、

地
域
の
助
産
所
等
の
施
設
を
活

用
し
て
心
身
の
ケ
ア
や
育
児
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
な
い
ま
す
。
10

月
事
業
開
始
。
日
本
共
産
党
は

産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
創
設
を

含
め
事
業
化
を
当
初
か
ら
提
案

し
て
き
ま
し
た
。

は
教
育
委
員
会
の
要
求
額
11
億

３
２
８
２
万
円
に
対
し
て
新
年

度
予
算
額
は
６
億
８
４
７
６
万

円
と
半
分
程
度
。
予
算
額
内
訳

は
下
表
の
通
り
。

　

公
立
学
校
へ
の
太
陽
光
発
電

設
備（
蓄
電
池
付
）は
３
校（
上

丸
子
小
、子
母
口
小
、東
橘
中
）、

既
設
太
陽
光
発
電
設
備
へ
の
蓄

電
池
設
置
は
３
校
（
未
定
）、

エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
は
３
校
（
玉

川
中
、
高
津
中
、
向
丘
中
）。

消
防
職
員
は
国
基
準
よ
り

１
４
２
人
足
り
な
い

　

消
防
職
員
数
は
国
基
準
の
必

要
数
１
５
２
１
人
に
対
し
て
現

員
数
１
３
７
９
人
。
市
条
例
定

数
１
３
８
７
人
が
新
年
度
予
算

で
16
人
増
員
さ
れ
、
定
数
１
４

０
３
人
に
な
り
ま
す
が
、
４
月

１
日
計
画
数
は
１
３
８
２
人
。

　

耐
震
性
防
火
水
槽
の
増
設
は

新
年
度
も
５
ヵ
所
（
塚
越
３
丁

目
さ
く
ら
の
公
園
、今
井
公
園
、

千
年
新
町
公
園
、
初
山
公
園
、

菅
北
浦
緑
地
）
容
量
は
す
べ
て

60
㎡
。
消
防
水
利
の
未
充
足
地

域
は
現
在
51
メ
ッ
シ
ュ
。

小児医療費助成制度（通院）政令市比較
（2014年度予算での拡充含む）

対象年齢 所得制限
札 幌 小学校就学前 児童手当に準拠
仙 台 小学３年生 児童手当に準拠
さいたま 中学校卒業 なし
千 葉 中学校３年生（＊①） なし
川 崎 小学１年生 １歳から児童手当に準拠
横 浜 小学１年生 １歳から児童手当に準拠
相模原 小学３年生（＊②） １歳から児童手当に準拠
新 潟 小学３年生（＊③） なし
静 岡 中学校卒業 なし
浜 松 中学校卒業 なし
名古屋 中学校卒業 なし
京 都 小学校卒業 なし
大 阪 中学校卒業 ３歳から児童手当に準拠
堺 中学校卒業 なし
神 戸 中学３年生 １歳から児童手当に準拠
岡 山 小学校就学前 なし
広 島 小学校就学前（＊④） 児童手当に準拠
北九州 小学校就学前 ３歳から児童手当に準拠
福 岡 小学校就学前 なし
熊 本 小学３年生 なし
＊①現在小学３年生を新年度から中学３年生に拡大。
＊ ②現在小学３年生を2015年度から小学６年生に拡
大予定（新・総合計画中期実施計画案）。

＊ ③子ども３人以上世帯は高校卒業まで（2013年度
から）。

＊④小学校１・２年の発達障害児も対象。

　

市
民
の
ね
ば
り
強
い
要
求
・

運
動
が
力
に
な
り
福
田
市
長
が

重
点
公
約
に
掲
げ
た
中
学
校
給

食
は
、「
安
全
・
安
心
で
温
か

い
中
学
校
完
全
給
食
」
を
２
０

１
６
年
度
実
施
に
向
け
、
新
年

度
中
に
実
施
方
針
と
施
設
・
設

備
の
改
修
計
画
の
策
定
を
行
な

う
と
し
て
、
４
８
３
３
万
円
を

計
上
。
日
本
共
産
党
は
、安
心
・

安
全
で
温
か
い
、
食
育
の
充
実

を
図
る
中
学
校
給
食
を
実
現
す

る
に
は
、
栄
養
士
を
全
校
に
配

置
し
た
自
校
調
理
方
式
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

時
代
錯
誤
の
「
習
熟
度
別

指
導
」
を
今
さ
ら
研
究

　

習
熟
の
程
度
に
応
じ
た
き
め

細
か
な
指
導
の
充
実
に
向
け

て
、
よ
り
有
効
な
グ
ル
ー
プ
編

成
や
指
導
方
法
と
し
て
小
中
２

校
ず
つ
研
究
校
を
指
定
す
る
と

し
て
、１
２
７
万
円
余
を
計
上
。

習
熟
度
別
指
導
に
つ
い
て
は
、

ラ
ン
ク
分
け
さ
れ
る
こ
と
で

「
ゆ
が
ん
だ
エ
リ
ー
ト
意
識
を

引
き
ず
っ
た
り
、
自
尊
感
情
を

ゆ
が
め
た
り
す
る
な
ど
、
逆
効

果
の
方
が
大
き
い
」（
神
奈
川

新
聞
２
月
21
日
付
、
首
都
大
学

東
京
の
荒
井
文
昭
教
授
の
話
）

と
有
害
な
役
割
を
指
摘
す
る
関

係
者
が
多
く
、
す
で
に
川
崎
市

の
教
育
現
場
で
は
習
熟
度
別
で

な
い
少
人
数
指
導
、
少
人
数
学

級
の
教
育
効
果
こ
そ
実
証
済
み

で
す
。
今
さ
ら
習
熟
度
別
指
導

の
研
究
は
時
代
錯
誤
。
市
独
自

の
少
人
数
学
級
の
拡
大
予
算
は

付
い
て
い
ま
せ
ん
。

就
学
援
助
費
に
新
た
に

ク
ラ
ブ
活
動
費
を
追
加

　

就
学
援
助
費
は
小
学
校
３
億

２
２
６
万
円
（
予
算
要
求
額
よ

り
マ
イ
ナ
ス
４
４
８
０
万
円
）、

中
学
校
２
億
２
０
６
７
万
円

（
同
マ
イ
ナ
ス
２
６
２
０
万
円
）。

　

支
給
項
目
に
新
た
に
中
学
生

の
ク
ラ
ブ
活
動
費
が
追
加
さ

れ
、
３
２
０
６
万
円
を
計
上
。

教
育
委
員
会
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、

生
徒
会
費
、
体
育
実
技
用
具
費

等
も
予
算
要
求
し
ま
し
た
が
、

震
災
避
難
児
童
以
外
は
予
算
が

付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
共

産
党
は
生
活
困
窮
世
帯
が
増
加

す
る
な
か
、
支
給
項
目
に
ク
ラ

ブ
活
動
費
、
生
徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
費
を
加
え
る
よ
う
、
く
り

返
し
要
求
し
て
い
ま
す
。

朝
鮮
学
校
補
助
金

８
４
２
万
円
を
廃
止

　

福
田
市
長
は
２
０
１
３
年
度

私
立
幼
稚
園
の
保
育
料
補

助
、
国
の
補
助
引
き
上
げ

に
伴
い
市
加
算
撤
廃
も

　

私
立
幼
稚
園
の
保
育
料
補
助

は
、
市
独
自
の
拡
充
は
一
切
な

く
、
国
が
低
所
得
世
帯
と
多
子

世
帯
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
を

図
る
と
し
て
補
助
基
準
額
を
所

得
Ａ
ラ
ン
ク（
生
活
保
護
世
帯
）

と
小
学
校
１
〜
３
年
の
兄
姉
が

い
る
世
帯
な
ど
で
増
額
。
左
表

（
増
額
部
分
）
通
り
、
所
得
Ｅ

ラ
ン
ク
な
ど
で
国
基
準
額
の
引

き
上
げ
に
伴
い
、
市
加
算
額
を

ゼ
ロ
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

市
内
の
私
立
幼
稚
園
平
均
入

園
料
・
保
育
料
の
合
計
年
額
は

２
０
１
３
年
度
48
万
７
７
３
２

万
円（
前
年
比
４
０
６
３
円
増
）

が
、
２
０
１
４
年
度
は
49
万
５

７
６
円
へ
（
前
年
比
２
８
４
４

円
増
）
―
神
奈
川
県
学
事
振
興

課
調
べ
。
政
令
市
で
一
番
高
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

中
学
校
給
食
、２
年
後
の

中
学
校
給
食
、２
年
後
の

実
施
に
向
け
実
施
方
針
策
定

実
施
に
向
け
実
施
方
針
策
定

認可保育園４月入所希望に対する不承諾数・率の推移
入所申請
児 童 数

入　 所
内 定 数

入　 所
不承諾数 不承諾率

2007年 5,340人 3,447人 1,893人 35.4％
2008年 5,295人 3,241人 2,054人 38.8％
2009年 5,953人 3,629人 2,324人 39.0％
2010年 6,367人 3,854人 2,513人 39.5％
2011年 6,577人 4,051人 2,526人 38.4％
2012年 7,232人 4,533人 2,699人 37.3％
2013年 7,383人 4,723人 2,660人 36.0％
2014年 7,806人 5,044人 2,762人 35.4％

＊不承諾率＝不承諾数／申請児童数
＊園へ直接申請する新城みらい保育園（認定こども園）は除く。

＊2014年度の額はすべて国基準額で市加算はなし。

私立幼稚園保育料補助金
国の補助基準引き上げにより増額される部分
所得ランク 2013年度 2014年度 人数
小学校１～３年の兄姉がいない世帯
Ａランク１人目 229,200円 308,000円 38人

２人目 268,000円 308,000円 2人
Ｅランク２人目 72,000円（市加算） 154,000円 465人
小学校１～３年の兄姉がいる世帯
Ａランク１人目 249,000円 308,000円 19人
Ｂランク１人目 226,000円 253,000円 295人
Ｃランク１人目 163,000円 211,000円 324人
Ｄランク１人目 114,000円 185,000円 2,858人
Ｅランク１人目 72,000円（市加算） 154,000円 3,181人

２人目以降 97,000円（市加算） 308,000円 161人

２
面
へ
つ
づ
く

待
機
者
５
７
２
５
人（
昨
年
10
月
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
整
備
は
異
常
な
遅
れ

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待

機
者
数
は
２
０
１
３
年
10
月
１

日
現
在
５
７
２
５
人
。整
備
予

定
の
施
設
の
開
所
が
遅
れ
、
待

機
者
解
消
ど
こ
ろ
か
昨
年
よ
り

増
え
て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年

度
予
算
で
は
、
特
養
ホ
ー
ム
の

整
備
予
算
は
新
た
な
整
備
１
ヵ

予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
た
朝
鮮

学
校
補
助
金
（
整
備
等
補
助
金

１
３
０
万
円
、
研
修
費
補
助
金

20
万
円
、
児
童
等
保
護
者
補
助

金
６
９
１
万
円
）
合
計
８
４
２

万
円
の
執
行
を
見
送
り
、
新
年

度
廃
止
し
、
外
国
人
学
校
児
童

等
健
康
・
安
全
事
業
補
助
金
１

５
０
万
円
、
外
国
人
学
校
児
童

等
多
文
化
共
生
・
地
域
交
流
補

助
金
１
２
０
万
円
な
ど
を
計

上
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の

学
費
を
支
援
し
、
学
校
運
営
を

維
持
し
て
き
た
補
助
金
の
廃
止

は
、
朝
鮮
学
校
の
存
続
を
危
機

に
陥
ら
せ
、
在
住
外
国
人
の
子

ど
も
の
学
習
権
を
保
障
す
る
こ

と
を
う
た
っ
た
国
際
人
権
規

約
、
川
崎
市
子
ど
も
の
権
利
条

例
に
も
反
す
る
重
大
問
題
で
す
。

防　

災

木
造
住
宅
耐
震
改
修
の

予
算
・
件
数
を
削
減

　

旧
耐
震
基
準
（
昭
和
56
年
以

前
）
で
建
設
さ
れ
た
木
造
住
宅

（
共
同
住
宅
も
対
象
）
の
耐
震

改
修
助
成
制
度
は
新
年
度
２
億

２
６
５
０
万
円
へ
前
年
比
６
２

２
５
万
円
も
減
。
対
象
戸
数
は

今
年
度
１
７
５
件
か
ら
１
３
５

件
へ
大
幅
減
。

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

２
ヵ
年
で
15
校
に

　

地
域
防
災
拠
点
へ
の
マ
ン
ホ

ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
は
２
０
１

３
年
度
予
算
で
選
定
し
た
中
学

校
15
校
の
基
礎
調
査
を
実
施

し
、
14
〜
15
年
度
の
２
ヵ
年
で

設
計
・
工
事
を
順
次
行
な
い
ま

す
。
整
備
予
定
中
学
校
は
、
南

大
師
、臨
港
、南
河
原
、御
幸
、

日
吉
、南
加
瀬
、平
間
、今
井
、

宮
内
、
橘
、
高
津
、
西
高
津
、

宮
崎
、
稲
田
、
麻
生
。

学
校
防
災
機
能
整
備
事
業

　

学
校
防
災
機
能
整
備
事
業
費

学校防災機能整備事業費予算額（６億8476万円）内訳
窓ガラス飛散防止フィルム貼付 11校 6040万円
格技室の吊り天井撤去対策 16校 ３億3920万円
体育館照明57校、
うちバスケットゴール対策 41校 1688万円

校舎への蓄電池の設置 ３校 9312万円
体育館への灯油式発電機の設置 22校 9529万円
複数熱源（ガス設備の設置） 14校 756万円
その他（ブロック塀・スロープ等） 7168万円

る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

推
進
事
業
費
が
新
た
に
計
上
さ

れ
ま
し
た
。
自
助
、
共
助
、
公

助
に
加
え
、
互
助
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
）
の
考
え
方
が
加
わ
り
、

公
的
な
高
齢
者
施
策
を
薄
め
る

も
の
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

所
を
含
め
て
３
ヵ
所
の
み
で

す
。
２
０
１
４
年
度
中
の
開
設

は
２
ヵ
所
で
、
予
算
額
は
前
年

よ
り
７
億
５
千
万
円
余
も
減
額

さ
れ
て
い
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
支
援
・
指
導
事
業
予

算
も
５
億
円
余
減
額
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
要
介
護
状
態
と
な
っ

て
も
、
で
き
る
限
り
自
宅
で
介

護
を
受
け
さ
せ
る
と
い
う
国
の

政
策
を
推
進
す
る
た
め
、
川
崎

市
で
も
、
在
宅
生
活
を
支
援
す

港湾など大規模事業を 港湾など大規模事業を いっいっそうそう 推進 推進
市民の期待に応える公約実現は先送り市民の期待に応える公約実現は先送り

予
算
の
使
い
方
を
市
民
本
位
に

予
算
の
使
い
方
を
市
民
本
位
に

変
え
ら
れ
な
か
っ
た

変
え
ら
れ
な
か
っ
た

福
田
市
長
初
め
て
の
予
算
案

福
田
市
長
初
め
て
の
予
算
案

特養老人ホームの整備テンポ、待機者数の比較

2009～2013年度
５年間新設数
（小規模特養含む）

待機者数
2013年
10月１日
時点

高齢者人口
（65歳以上）
１万人あたり

横浜市 34ヵ所 5,261人 65人

川崎市 14ヵ所 5,725人 221人

明 る い 川 崎 第２０６号 明 る い 川 崎 第２０６号２０１４年（平成26年）３月２０１４年（平成26年）３月 （４）（１）



　

こ
の
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
原
因
の
一
つ
に
大
企
業
優
遇

税
制
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
行
き

過
ぎ
た
大
企
業
優
遇
税
制
で
、

市
内
の
資
本
金
10
億
円
以
上
の

大
企
業
は
昨
年
よ
り
も
20
社
増

え
１
９
３
６
社
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
う
ち
税
割
額
を
納

入
し
て
い
る
の
は
６
６
６
社
し

か
な
く
、
１
２
７
０
社
は
均
等

分
（
利
益
に
関
係
な
く
か
か
る

税
金
）
し
か
納
入
し
て
い
ま
せ

ん
。
こ
こ
に
抜
本
的
な
メ
ス
を

い
れ
、
巨
額
な
内
部
留
保
を
た

め
込
ん
で
い
る
大
企
業
に
内
部

留
保
と
利
益
を
社
会
に
還
元
さ

せ
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

※
１
９
９
７
年
か
ら
２
０
１
３
年

の
16
年
間
で
労
働
者
の
平
均
年
収

は
70
万
円
も
減
収
と
な
っ
て
い
ま

す
。
厚
生
労
働
省
が
２
月
に
発
表

し
た
２
０
１
３
年
勤
労
統
計
調
査

で
は
、
残
業
代
や
ボ
ー
ナ
ス
を
含

む
給
料
総
額
は
月
平
均
31
万
４
０

５
４
万
円
と
前
年
よ
り
73
円
減

少
。
１
９
９
０
年
以
降
で
最
低
に

な
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。（
読
売

２
月
18
日
）

歳　

出

　

歳
出
予
算
案《
表
２
》で
は
、

前
年
度
比
較
で
増
え
て
い
る
の

は
港
湾
費
の
約
28
億
円
（
33
・

５
％
）
増
、
建
設
緑
政
費
の
47

億
円
（
15
・
５
％
）
増
、
ま
ち

づ
く
り
費
の
19
億
円
（
７
・
８

％
）
増
、
子
ど
も
費
の
61
億
円

（
７
・
４
％
）
増
で
す
。

　

港
湾
費
の
増
は
〝
船
の
来
な

い
港
〞
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
船
を
呼
び
こ
む
た
め
１
Ｆ
Ｅ

Ｕ
あ
た
り
５
千
円
の
補
助
金
を

出
す
予
算
の
拡
充
や
、
大
型
船

舶
の
２
隻
同
時
着
岸
を
可
能
と

す
る
た
め
の
１
号
岸
壁
の
延
伸

な
ど
の
ほ
か
、
臨
港
道
路
東
扇

島
水
江
町
線
の
新
年
度
橋
梁
工

事
に
入
る
費
用
一
般
会
計
25
億

８
千
万
円
（
港
湾
特
別
会
計
約

３
億
円
の
計
28
億
７
千
万

円
）、　

千
鳥
町
再
整
備
の
推
進

で
は
、
完
成
自
動
車
の
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
の
高
度
利
用
を
目
的

と
し
た
立
体
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル

の
整
備
費
用
が
盛
り
込
ま
れ
、

１
面
か
ら
の
つ
づ
き

表４　2014(平成26)年度市税の内訳 （単位：百万円）

2014年度 前年との比較
予算額 構成比（％） 増△減額 率(％）

市 民 税 135,045 46.2 4,345 3.3
個 人 113,434 38.8 1,143 1.0
法 人 21,611 7.4 3,202 17.4

固 定 資 産 税 114,820 39.3 3,131 2.8
軽 自 動 車 税 564 0.2 25 4.6
市 た ば こ 税 9,623 3.3 △　323 △ 3.2
特別土地保有税 2 0.0 － 0.0
入 湯 税 751 0.0 272 56.8
事 業 所 税 8,253 2.8 49 0.6
都 市 計 画 税 23,941 8.2 622 2.7
市 税 合 計 292,247 100 7,849 2.8
＊百万円以下の処理の関係上、合計額は誤差があります。

表２　2014(平成26)年度一般会計歳出予算案 （単位：百万円）
2014年度 前年との比較

予算額 構成比(％) 増減額 率(％)
議 会 費 1,695 0.3 △　 17 △ 1.0
総 務 費 47,225 7.7 558 1.2
市 民 費 6,614 1.1 449 7.3
こ ど も 費 88,371 14.3 6,057 7.4
健 康 福 祉 費 131,670 21.3 1,532 1.2
環 境 費 21,264 3.4 1,163 5.8
経 済 労 働 費 35,505 5.8 △　108 △ 0.3
建 設 緑 政 費 34,845 5.6 4,684 15.5
港 湾 費 10,951 1.8 2,751 33.5
ま ち づ く り 費 25,865 4.2 1,864 7.8
区 役 所 費 15,702 2.5 1,182 8.1
消 防 費 17,719 2.9 1,280 7.8
教 育 費 43,973 7.1 △4,431 △ 9.2
公 債 費 72,036 11.7 △2,320 △ 3.1
諸 支 出 金 63,181 10.2 4,063 6.9
予 備 費 500 0.1 － －
歳 出 合 計 617,117 100 18,708 3.1

表３　2014(平成26)年度各会計予算案 （単位：百万円）

会　　計　　別 2014年度
予算額

前年との比較
増減額 率(％)

一 般 会 計 617,117 18,708 3.1

特　
　

別　
　

会　
　

計

競 輪 事 業 会 計 19,608 △1,271 △ 6.1
卸 売 市 場 事 業 会 計 1,830 △　385 △17.4
国民健康保険事業会計 132,975 △　117 △ 0.1
母子寡婦福祉資金貸付事業会計 380 95 33.2
後期高齢者医療事業会計 13,409 1,223 10.0
公害健康被害補償事業会計 104 △　 13 11.4
介 護 保 険 事 業 会 計 77,987 4,607 6.3
港 湾 整 備 事 業 会 計 4,087 848 26.2
勤労者福祉共済事業会計 107 △　 ４ △ 3.9
墓 地 整 備 事 業 会 計 156 △　577 △78.7
生田緑地ゴルフ場事業会計 482 △　349 △42.0
公共用地先行取得等事業会計 5,391 △3,867 △41.8
公 債 管 理 会 計 225,644 △9,515 △ 4.0

特 別 会 計 合 計 482,161 △9,326 △ 1.9

公
営
企
業
会
計

病 院 事 業 会 計 48,017 8,141 20.4
下 水 道 事 業 会 計 109,156 9,902 10.0
水 道 事 業 会 計 51,903 5,140 11.0
工業用水道事業会計 12,227 2,884 30.9
自動車運送事業会計 15,381 4,382 39.8

企 業 会 計 合 計 236,683 14.8
全 会 計 歳 出 予 算 合 計 1,335,960 39,831 3.1

表１　2014(平成26)年度一般会計歳入予算案 （単位：百万円）
2014年度 前年との比較

予算額 構成比(％) 増△減額 率(％)
市 税 292,247 47.5 7,849 2.8
地 方 譲 与 税 3,440 0.5 △　　90 △ 2.6
利 子 割 交 付 金 522 0.1 13 2.6
配 当 割 り 交 付 金 1,466 0.1 830 130.6
株式等譲渡所得割交付金 696 0.0 534 著増
地方消費税交付金 15,374 2.0 3,408 28.5
ゴルフ場利用税交付金 33 0.0 △　 231 △ 0.7
自動車取得交付金 696 0.3 △　 945 △57.6
軽油取引税交付金 3,744 0.6 △　 168 △ 4.3
地 方 特 別 交 付 金 1,080 0.2 △　　67 △ 5.9
地 方 交 付 金 1,818 0.2 357 24.5
交通安全対策特別交付金 451 0.1 27 6.3
分担金及び負担金 10,868 1.7 722 7.1
使用料及び手数料 15,181 2.6 △　 459 △ 2.9
国 庫 支 出 金 102,404 16.4 4,408 4.5
県 支 出 金 20,607 3.3 1,125 5.8
財 産 収 入 4,239 0.5 1,223 40.5
寄 附 金 593 0.1 178 42.8
繰 入 金 19,047 4.1 △ 5,711 △23.1
繰 越 金 100 0.0 － －
諸 収 入 46,754 7.9 △　 380 △ 0.8
市 債 75,759 11.7 5,855 8.4
歳 入 合 計 617,117 100 18,708 3.1

先
端
産
業
、国
際
化
を

さ
ら
に
促
進
の
予
算

　

金
融
対
策
費
や
先
端
産
業
と

拠
点
開
発
関
連
の
予
算
を
除
く

雇
用
、
工
業
・
商
業
・
農
業
の

事
業
者
向
け
の
予
算
は
約
26
億

円
で
、
一
般
会
計
予
算
額
総
額

の
わ
ず
か
０
・
42
％
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。（
表
５
参
照
）

　

産
業
経
済
総
務
費
で
は
、
小

杉
２
丁
目
に
計
画
さ
れ
て
い
る

高
層
建
築
に
併
設
さ
れ
る
コ
ン

１
３
３
万
円
減
額
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
先
端
産
業
立
地
促

進
事
業
補
助
金
（
イ
ノ
ベ
ー
ト

川
崎
）
が
１
億
１
６
６
５
万
円

か
ら
０
円
に
な
っ
た
こ
と
が
影

響
し
て
い
ま
す
が
、
応
募
が
無

か
っ
た
だ
け
で
制
度
を
終
了
し

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国

際
環
境
産
業
推
進
事
業
費
は
４

５
８
万
円
増
額
で
す
。

先
端
産
業
に
集
中
す
る

中
小
企
業
支
援
費

　

中
小
企
業
支
援
事
業
費
は
５

５
７
２
万
円
増
額
し
て
３
億
４

４
２
万
円
に
な
り
ま
し
た
が
、

支
援
の
方
向
が
よ
り
先
鋭
化
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
新
技

術
新
製
品
開
発
等
支
援
事
業
補

助
金
、
産
学
共
同
研
究
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
補
助
金
な
ど
が
減

額
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
ナ

ノ
マ
イ
ク
ロ
産
学
共
同
研
究
開

発
補
助
金
が
増
額
さ
れ
、
も
の

づ
く
り
ナ
ノ
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
推
進
事
業
（
１
８
７
３
万

円
）
と
同
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
整
備
支
援
事
業
（
３
０

４
４
万
円
）、
医
療
関
係
製
品

向
け
の
も
の
づ
く
り
中
小
企
業

販
路
開
拓
支
援
事
業
（
２
３
０

万
円
）
が
新
た
に
取
り
組
ま
れ

ま
す
。
新
川
崎
創
造
の
も
り
第

３
期
計
画
推
進
事
業
も
２
５
１

７
万
円
増
額
。
対
象
分
野
の
限

定
の
な
い
支
援
か
ら
特
定
分
野

へ
の
支
援
の
集
中
が
進
行
し
て

い
ま
す
。

増
税
対
策
で
小
口

融
資
創
設

　

一
千
万
円
ま
で
５
年
以
内
の

低
利
の
融
資
制
度
の
創
設
と
、

小
口
零
細
対
応
小
規
模
事
業
資

金
の
返
済
期
間
延
長
（
最
長
10

年
）
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　表５ 先端産業・拠点開発連動関連の予算を除く中小企業支援の予算
（2014年度予算額　単位千円　款＝経済労働費）

項 目 予算額 主な増減／備考

産 業 経 済 費 産業経済総務費 1,028,674 コンベンション施設整備促進事業費の増 42,769
新川崎創造のもり推進事業費の増 2,397

商 工 業 費

商 業 振 興 費 489,621 商店街課題対応事業費の減 10,520
観光事業費の増 18,495

工 業 振 興 費 173,049 先端産業立地促進事業費の減 113,826
エコタウン推進事業費の減 3,119

計 量 検 査 費 14,015

中 小 企 業 費 中小企業支援費 560,695
産学共同研究開発促進事業費の増 47,174
新川崎創造のもり第３期計画推進事業費の増 25,170
かわさき福祉産業振興ビジョン推進事業費の増 9,554
かわさき新産業創造センター費の増 7,893

農 業 費 263,303
園芸振興対策事業費の増 6,874
営農団地整備事業費の増 7,358
就業支援事業費の増 22,627

労 政 費 雇用労働福祉費 427,126 就業支援事業費の増 22,627
小　　　　　　　　計（Ａ） 2,956,483 消費生活対策費、金融対策費、雇用対策費を除く

産 業 経 済 費 産業経済総務費 2,562 みらい産業創造支援事業費
商 工 業 費 工 業 振 興 費 21,298 臨海部産業再生支援事業費、環境調和型まちづくり推進事業費

中小企業支援費 中小企業支援費 120,137
新川崎創造のもり第３期計画推進事業費、かわさき新産業創造
センター費、ものづくりナノ医療イノベーション推進事業費・
同センター整備支援事業費

商 工 業 費 商 業 振 興 費 230,678 商業ネットワーク事業、まちづくり連動事業費
先端・拠点開発関連小計（Ｂ） 374,675
合　　　　　　　計（Ａ－Ｂ） 2,581,808

　表６ 中小企業・商店街団体等を対象とする補助金一覧
（2014年度予算額　単位千円）

補助金名称 2014年度
予算額

前年比
増減 対　　　　　　象

地域課題解決型コミュニティビジネス
支援事業補助金 1,000 0 商店街、ＮＰＯ法人、社会福祉法人等

魅力あふれる個店創出支援事業補助金 500 ‒500 商店街、商業者グループ、商店街団体
川崎市空き店舗活用･創業支援事業補助金 1,500 ‒500 商店街、ＮＰＯ法人、社会福祉法人、選考商業者等

中 小 企 業 団 体 等 共 同 施 設 補 助 金 35,000 ‒5,000 協同組合、法人、商店街振興組合または任意の商店街団体等
商 店 街 ソ フ ト 事 業 支 援 補 助 金 15,506 ‒1,004 商店街団体、商店街団体の連合会、商業者グループ
ものづくり中小企業販路開拓支援補助金 600 ‒200 市内中小製造業者
新技術・地域資源開発事業補助金 10,000 0 かわさき産業デザインコンペ協賛企業等
川崎市産学共同研究開発プロジェクト補助金 6,000 ‒2,000 市内中小企業等
川崎市新技術・新製品開発等新事業補助金 6,000 ‒4,000 市内中小企業等
福 祉 製 品 開 発 支 援 補 助 金 6,500 0 市内中小企業等

合　　　計 82,606 ‒13,204

2245

699 758

2186

2878

2280

2922

2069

2871 2827

2 0 1 41 3

13 14

（見込額）

（見込額）

746 739 744 693
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新年度予算での臨海部など大規模開発関連予算
国際コンテナ戦略港湾整備、港湾開発関連
●港湾改修事業（国際戦略港湾）費 7 億4777万円
●コンテナターミナル利用促進・活性化
　京浜港広域連携推進事業費 1 億4073万円
　（川崎港利用促進コンテナ貨物補助制度1.3億円を含む）
　東扇島コンテナ事業推進費 2177万円
　東扇島コンテナターミナル整備費 6 億　30万円
　東扇島コンテナターミナル管理運営費 2 億7039万円
　（新規の管理事業費5908万円含む）
　ポートセールス事業費 448万円
　港湾改修事業費（第 1バース岸壁－9.0ｍ延伸） 1712万円
●臨港道路東扇島水江町線整備の推進 28億7544万円
　（総事業費540億円、うち県有地など用地取得で57億円予定）
千鳥町再整備の推進 32億686万円
● 港湾改修事業費（循環資源取扱支援施設、ＪＡから 1 万4114㎡
土地取得費15億円、荷さばき地整備1.6億円など）
● 立体モータープール整備に向けた準備（用地費15億円：1万2800
㎡を一般会計から特別会計へ会計替え、調査設計委託費3991万円）
　＊2015年度から工事費7.6億円、償還利子 1億5854万円など。
国際戦略拠点地区整備の推進
● 国際戦略拠点地区整備推進事業費（国立医薬品食品衛生研究所の移転用
地取得費 3年目、企業誘致、プロモーション事業等） 9 億4502万円
●サポートエリア整備推進事業費 1251万円
●ライフサイエンス共同研究補助金 1000万円
●国際戦略拠点地区中核施設等連携事業費 356万円
●羽田連絡道路関連（整備促進の調査・検討）事業費 800万円
●ものづくりナノ医療イノベーションセンター企業進出支援（新規）
　 推進事業費（企業支援委託費、鑑定評価委託費、事務室賃借料、
事務用機器・ＯＡ機器賃借料、備品購入費等） 1873万円
　 整備支援事業費（センター用地として貸し付けるためにＵＲか
ら取得した用地購入費の割賦金支払分） 3044万円
高速川崎縦貫道路関連
●409号新設改築事業費 9 億2160万円
●川崎縦貫道路関連調査事業費 6040万円
●水道事業：関連施設整備事業・配水管布設工事等 1 億3288万円
●工業用水：関連施設整備事業・配水本管防護工事等 1001万円
拠点駅前再開発事業関連
小杉駅周辺地区、再開発事業の費用への一部助成等
●小杉町 3丁目中央地区市街地再開発等補助金 7 億9096万円
●小杉町 3丁目東地区市街地再開発等補助金 4 億9210万円
●コンベンション施設整備推進事業費 5377万円
鹿島田西地区市街地再開発事業費
●市街地再開発事業費補助金等 24億2425万円
●公共施設管理者負担金等 3 億6481万円

　

新
年
度
予
算
で
は
、
港
湾
局

の
一
般
会
計
１
０
９
億
５
千
万

円
（
前
年
比
33
％
増
）、
港
湾

整
備
事
業
特
別
会
計
40
億
８
７

０
０
万
円
（
前
年
比
26
％
増
）、

合
計
１
５
０
億
余
円
と
伸
び
率

が
突
出
し
て
い
ま
す
。

千
鳥
町
再
整
備
事
業
で

土
地
購
入
、
立
体
モ
ー
タ

ー
プ
ー
ル
整
備
な
ど

　

千
鳥
町
公
共
ふ
頭
再
整
備
と

し
て
Ｊ
Ａ
全
農
所
有
地
１
万
４

１
１
４
㎡
を
一
般
会
計
で
15
億

円
で
購
入
し
、
そ
こ
に
工
事
費

１
・
６
億
円
で
荷
さ
ば
き
地
を

拡
大
整
備
。
ま
た
現
在
自
動
車

置
き
場
と
し
て
使
っ
て
い
る
市

有
地
に
新
年
度
は
設
計
委
託
費

約
４
千
万
円
、
次
年
度
は
工
事

費
と
償
還
利
子
を
合
わ
せ
て
９

億
円
を
か
け
て
２
階
建
て
立
体

モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
を
整
備
す
る

計
画
。
そ
の
た
め
に
新
年
度
は

そ
の
市
有
地
１
万
２
８
０
０
㎡

を
港
湾
特
別
会
計
が
取
得
（
会

計
替
え
）
に
よ
り
港
湾
費
土
地

売
払
収
入
15
億
円
が
一
般
会
計

に
入
り
、
Ｊ
Ａ
全
農
所
有
地
の

購
入
費
の
財
源
づ
く
り
と
の
疑

念
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

１
号
岸
壁
延
伸
へ

　

新
た
な
川
崎
港
港
湾
計
画
で

東
扇
島
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

第
１
岸
壁
を
延
伸
す
る
工
事
の

設
計
費
１
７
１
２
万
円
を
新
年

度
予
算
に
計
上
。
今
後
、第
２
・

第
３
バ
ー
ス
の
整
備
、
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
用
地
の
拡
張
、

掘
割
部
を
埋
め
立
て
完
成
自
動

車
保
管
用
地
の
拡
張
を
計
画
。

コ
ン
テ
ナ
貨
物
補
助
金

を
大
幅
増
額

　

川
崎
港
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
船
を
呼
び
こ
む
た
め
の
川

崎
港
利
用
促
進
コ
ン
テ
ナ
貨
物

補
助
制
度
の
予
算
は
導
入
時
２

０
１
１
年
度
２
千
万
円
か
ら

年
々
増
額
し
、
２
０
１
４
年
度

は
１
億
３
千
万
円
。導
入
時
は
、

新
規
航
路
開
設
、
海
外
港
や
国

内
他
港
か
ら
川
崎
港
利
用
へ
の

転
換
、
既
存
の
川
崎
港
利
用
者

の
増
加
分
を
対
象
に
荷
主
・
船

会
社
に
補
助
（
１
Ｆ
Ｅ
Ｕ
＝
40

フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
あ
た
り
５

千
円
）
し
て
い
ま
し
た
が
、
２

０
１
３
年
度
か
ら
補
助
対
象
に

継
続
事
業
補
助（
定
着
化
支
援
）

を
追
加
。
こ
れ
が
今
年
度
１
万

２
３
１
２
Ｆ
Ｅ
Ｕ
で
補
助
実
績

全
体
の
76
％
を
占
め
ま
す
。

関
連
で
買
う
必
要
の
な
い
Ｊ
Ａ

全
農
か
ら
の
土
地
買
収
15
億
円

が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
費
の
増
は
、
保
育
園

受
入
枠
の
拡
大
に
よ
る
民
間
保

育
所
運
営
費
の
増
な
ど
で
す
。

中
小
業
者
・
高
齢
者

予
算
を
削
る
一
方
で

大
型
開
発
に
は
前
の

め
り
の
予
算

　

長
引
く
不
況
で
中
小
企
業
の

経
営
状
況
が
厳
し
い
な
か
で
、

新
年
度
予
算
で
は
中
小
企
業
支

援
の
関
連
予
算
は
融
資
や
先
端

産
業
、
拠
点
開
発
事
業
関
連
を

除
け
ば
、
商
業
・
工
業
・
農
業

予
算
を
入
れ
て
も
25
億
８
千
万

円
余
。
一
般
会
計
に
占
め
る
割

合
は
０
・
42
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

就
職
難
で
働
き
た
く
て
も
働

け
ず
、
雇
用
環
境
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
緊
急
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
雇
用
創

出
に
か
か
わ
る
予
算
は
減
額
さ

れ
、
新
規
事
業
も
国
の
事
業
頼

み
と
い
う
状
況
で
す
。

　

高
齢
者
福
祉
の
施
策
は
、
高

齢
者
自
立
支
援
事
業
は
軒
並
み

削
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
見
守
り
事
業
費
、
生

活
支
援
型
食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業

な
ど
で
１
千
万
円
も
削
減
。
訪

問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
も

削
減
。
使
い
に
く
い
制
度
に
し

た
結
果
、利
用
控
え
が
起
こ
り
、

そ
の〝
実
績
〞を
も
と
に
減
額
。

高
齢
者
施
策
の
多
く
が
こ
う
し

た
理
由
か
ら
減
額
さ
れ
ま
し

た
。
国
の
制
度
改
悪
が
高
齢
者

の
生
活
を
直
撃
し
て
い
る
と
き

に
追
い
打
ち
を
か
け
る
予
算
案

で
す
。

　

そ
の
一
方
、
大
規
模
事
業
へ

の
予
算
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

港
湾
開
発
費
に
加
え
、
国
際

戦
略
拠
点
地
区
整
備
関
連
で
も

約
10
億
円
、
高
速
縦
貫
道
路
関

連
で
約
11
億
円
と
巨
額
な
市
費

の
投
入
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
の
仕
事
は
「
住
民
の

福
祉
増
進
」（
地
方
自
治
法
）

に
あ
り
ま
す
。

　

市
長
は
、施
政
方
針
の
中
で
、

川
崎
を
「
最
幸
」
の
ま
ち
、
高

齢
者
が
元
気
に
生
き
が
い
を
持

っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
実
現
す

る
た
め
の
予
算
編
成
と
誇
り
ま

し
た
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
市

民
の
く
ら
し
・
福
祉
を
充
実
し
、

中
小
業
者
・
地
域
経
済
の
活
性

化
支
援
に
軸
足
を
置
い
た
予

算
・
市
政
運
営
に
転
換
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
整
備
推
進
事

業
が
増
額
さ
れ
ま
す
。
ア
ジ
ア

起
業
家
誘
致
交
流
促
進
事
業
が

減
額
（
▲
５
１
７
万
円
）
さ
れ

る
中
で
、
国
際
経
済
推
進
事
業

が
増
額（
２
７
２
万
円
）さ
れ
ま

す
。
ア
ジ
ア
の
成
長
を
日
本
に

取
り
込
む
と
し
た
事
業
を
縮
小

し
、
市
内
企
業
の
海
外
進
出
を

支
援
す
る
事
業
を
拡
大
し
ま
す
。

国
頼
み
の
商
業
振
興
費

　

商
業
出
張
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
や

エ
リ
ア
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
お
こ

な
う
商
業
力
強
化
事
業
は
３
８

１
万
円
増
額
さ
れ
１
６
６
６
万

円
に
な
り
ま
し
た
が
、
中
小
企

業
団
体
等
共
同
補
助
金
や
、
商

店
街
イ
ベ
ン
ト
を
補
助
す
る
商

店
街
ソ
フ
ト
事
業
支
援
補
助
金

な
ど
、
商
店
街
等
を
対
象
と
す

る
補
助
金
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
支
援
を
除
き
軒
並
み
削

減
さ
れ
て
い
ま
す
（
表
６
）。

市
は
、
国
の
支
援
策
を
導
入
す

る
こ
と
を
支
援
す
る
と
し
て
い

ま
す
が
、
商
店
街
の
苦
境
へ
の

市
独
自
の
積
極
的
対
応
が
見
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

観
光
事
業
費
は
１
８
４
９
万

円
増
え
て
い
ま
す
が
、
市
制
記

念
多
摩
川
花
火
大
会
事
業
費

（
１
２
５
０
万
円
増
）や
新
た
な

旅
行
商
品
の
開
発
な
ど
民
間
主

導
に
よ
る
観
光
振
興
事
業
費
の

増
で
す
。
安
倍
内
閣
の
観
光
立

国
戦
略
に
応
え
た
予
算
化
で
す
。

国
際
化
促
進
す
る

工
業
振
興
費

　

工
業
振
興
費
で
は
、
１
億
２

料
等
）、
同
整
備
支
援
事
業
費

３
０
４
４
万
な
ど
。
こ
れ
ま
で

市
は
研
究
補
助
は
予
定
し
て
い

な
い
と
説
明
し
て
い
ま
し
た

が
、
事
実
上
、
企
業
の
研
究
補

助
に
ふ
み
だ
し
ま
す
。

高
速
川
崎
縦
貫
道
路

建
設
を
推
進

　

高
速
川
崎
縦
貫
道
路
整
備

は
、
４
０
９
号
新
設
改
築
、
関

連
調
査
事
業
費
６
０
４
０
万
円

な
ど
11
億
円
余
。
早
期
具
体
化

に
向
け
て
、
道
路
の
必
要
性
、

ル
ー
ト
構
造
、
整
備
効
果
等
の

検
討
調
査
を
実
施
。
調
査
結
果

の
内
容
は
「
公
に
す
る
こ
と
に

よ
り
不
当
に
市
民
の
間
に
混
乱

を
生
じ
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
」

と
の
理
由
で
非
開
示
。

　
「
川
崎
市
行
財
政
運
営
に
関

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
案
）
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
度
予
算
案
の
市

税
収
入
は
過
去
最
大
と
な
り
、

前
市
長
が
常
套
句
と
し
た〝
財

政
が
厳
し
い
〞と
は
い
え
な
い

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
案
）」
で
は
、
今
後
大
き
な
市

税
収
入
の
増
加
は
見
込
め
な
い

と
断
定
。
そ
の
根
拠
は
、
２
０

３
０
年
の
人
口
が
１
５
０
・
８

万
人
で
ピ
ー
ク
と
な
る
が
以
降

は
減
少
す
る
こ
と
（
30
年
後
に

１
４
１
万
人
に
な
る
と
強
調
し

て
い
ま
す
が
、
現
在
よ
り
４
万

人
少
な
く
な
る
だ
け
で
す
）。

し
た
が
っ
て
、「
や
が
て
到
来

す
る
人
口
減
少
に
備
え
な
が
ら

人
口
増
加
に
対
応
し
て
い
く
難

し
い
取
り
組
み
が
必
要
」
で
あ

る
か
ら
〝
今
後
と
も
本
市
財
政

は
厳
し
い
状
況
が
続
く
〞
と
の

結
論
を
導
い
て
い
ま
す
。
そ
し

港湾開発、不要不急
の橋・道路整備など
大規模事業を推進　

て
、
前
市
長
が
12
年
間
で
約
３

５
０
０
人
削
減
し
た
職
員
を
さ

ら
に
市
民
生
活
に
密
着
し
た
、

保
育
園
や
清
掃
部
門
で
５
０
０

人
削
減
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
部
門
は
人
で
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
い
ま
で
も
オ
ー
バ

ー
ワ
ー
ク
で
帰
宅
が
夜
10
時
11

時
と
な
る
職
員
も
珍
し
く
な
い

現
状
で
、
こ
の
う
え
さ
ら
に
人

員
を
削
減
す
る
こ
と
は
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
行
政
に
は
、
サ
ー

ビ
ス
を
直
接
提
供
す
る
と
い
う

役
割
か
ら
、
…
民
間
部
門
が
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
・
評
価
を
行
な
う
役
割
が

求
め
ら
れ
る
」
と
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
公
の
役
割
を
投

げ
捨
て
「
住
民
福
祉
の
増
進
」

に
責
任
を
負
う
べ
き
自
治
体
の

役
割
を
、
単
な
る
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
事
業
へ
と
変
質
さ
せ
る
も
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
も
〝
財
政
が
厳
し
い
〞
と
強
調

福
田
市
長
の「
行
政
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
案
）

臨
港
道
路
東
扇
島
水
江

町
線
の
整
備
促
進

　

国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
計

画
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
臨

港
道
路
東
扇
島
水
江
町
線
の
整

備
は
、
水
江
町
と
東
扇
島
を
結

ぶ
橋
を
架
け
る
事
業
で
総
事
業

費
５
４
０
億
円
（
橋
梁
部
４
８

３
億
円
、
水
江
町
の
県
有
地
な

ど
用
地
購
入
費
57
億
円
）、
新

年
度
予
算
は
28
億
７
千
万
円
余

を
計
上
。
測
量
、
橋
梁
部
の
基

礎
工
事
な
ど
が
始
ま
り
ま
す
。

ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

で
新
た
な
支
援
予
算

　

新
規
で
、
も
の
づ
く
り
ナ
ノ

医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事

業
費
１
８
７
３
万
円
（
企
業
支

援
委
託
費
、
事
務
室
賃
借
料
、

事
務
用
機
器
、
Ｏ
Ａ
危
機
賃
借

不要不急の不要不急の‶‶港の開発港の開発""やめやめ
市民の願いに応える予算を市民の願いに応える予算を
2014年度川崎市予算案の特徴と課題

明 る い 川 崎（３） （２）第２０６号２０１４年（平成26年）３月



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides true
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Adobe RGB \(1998\))
      /DestinationProfileSelector /DocumentRGB
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /ClipComplexRegions true
        /ConvertStrokesToOutlines false
        /ConvertTextToOutlines false
        /GradientResolution 400
        /LineArtTextResolution 1200
        /PresetName <FFFE5B00D89AE389CF50A65E5D00>
        /PresetSelector /HighResolution
        /RasterVectorBalance 1
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


